
JRCSが省エネ装置を提供します。

省エネ期待値

● 就航船での搭載実証実験にて、日本～ペルシャ湾の航海で約80%の省エネを確認しています。

● 設計海水温度より海水温度が低い海域での運航や、主機負荷の低い運航の場合、大きな省エネ

効果が期待出来ます。

● 搭載実証実験を通じて、海水ポンプインバータ駆動装置を搭載すれば、本システムへの初期投資は

短期間にて回収可能です。（2～3年間での回収を想定）

● 但し、年間の削減費用・投資効果は、燃料価格とポンプ定格からの省エネ率によります。

JRCS Smart Series

熱交換器に供給する冷却海水量を、主機関の負荷と海水温度の変化に応じて

インバータ駆動装置で、きめ細やかに制御を行うことで、大きな省エネ効果が得られます。
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海水入口

海水出口

機器構成

特徴

● Central Cooling System(セントラルクーリング方式）を採用している船舶に適しています。

● 船内消費電力の削減が期待出来ます。

● 非適用船に比べて、大幅な省エネを可能にします。

● 主配電盤、始動器盤メーカであるJRCSがエンジニアリングを行うことにより、パワーマネージメント

から、モータ制御まで一括でのトータルソリューションを提供します。

● 新造船のみならず、就航船へもレトロフィットでの取り付けが可能です。

回転数制御信号

インバータ
PLC

①

②

③ ④

⑤

⑥

温調弁開度信号

① インバータ駆動装置

② セントラル冷却海水ポンプ（1号～3号）

③ 熱交換器

④ 温調弁

⑤ セントラル冷却清水ポンプ（1号～2号）

⑥ 船内機器（エンジン、クーラー関連）

電気機器構成

● 電気機器の構成として、インバータ駆動装置をスタンドアローンにて対応することが出来、

就航船へのレトロフィットへ幅広く対応することが出来ます。

● 始動器盤メーカであるJRCSがエンジニアリングすることにより、主機関他船内機器の冷却を行う

重要補機である本システムのバックアップ制御など、安定した電力供給への信頼性が向上します。

① JRCS所掌、④ ご相談に応じます。

2号始動

1号ポンプ
AC440V 3ph 

2号ポンプ
AC440V 3ph 

DS 88 51

D 88 51

DS
インバータ

インバータ駆動装置

1号始動

MCCB

MCCB

MCCB

回転数指

M

M

PLC

AC440V 
3ph 

60Hz 

温調弁開度信号

x

x

x
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